
平成30年度

PL1 1時 30分 ～

演 題「今、私たちにできること

講師 NPO緑の会 恒川芳克氏

東京農業大学校反会茨城県支部総会

日時 :平成30年 9月 30(日 )PMl:30
場所:土浦市川□2-11-31陀AUBE Kasumigaura」

TEL 029-875-8888

(取手市生ごみ堆肥化事業」

(S40造園卒)・ 恒川敏江氏 (S41造園卒)

部 総

PM 2時30分～

1開  会

2 支部長挨拶

3 来賓・支部顧間紹介

4 支部役員紹介

5 校反会の近況報告

6 大学の近況報告

7議 長 選 出

8議  事

(1)平成29年度支部活動状況報告について

(2)平成29年度支部会計報告について

(3)支部役員の改選について

(4)その他

9 その他

10閉   会

PM 4時～

(1)開  会

(2)乾  杯

(3)懇  談

(4)学歌斉唱

(5)閉  会

親



【平菊文30釘班彗茨栃勝訳支諸B絲澄封鶏旧爵吉剰

平成30年 9月 30日 (日)13時 30分から、土)甫市「□―プ カスミガウラ」に

おいて、校反会から横澤 馨常任理事 (群馬県端 口 、大学からは高橋新平造園化

学科教授を来賓にお招き臥 日蔀□29年卒業から平成30年卒業までの幅広い年代の

会員66名が出席して開催しました。

あいに<、 この日は台風24号が接近中のため、10名の方が欠席者されました。

台     少ない時間に散開しようと、早め早めに進行して予定より1時間ほど早

<全日程を終了しました。

信翻難表)

総会に先立ち、NPO緑の会の回 |1汚克 《シЮ造園卒)・ 敏江 ∈41造園卒)ご夫

妻による「今、私たちにできること (取手市生ごみ堆肥イヒ事業)」 と題して講寅をい

ただきました。講演の概要は、敏江さんが平成6年に生ごみ回収 堆肥イヒ活動を 20

世帯から始めたのがスタートで、取手市の支援を受けて平成 12年 4月に「NPO緑

の会」を立ち上1戎 取手市生捌 ロヒモデル事業を受託するなどして、現在では2

干世帯にまで拡大していること。生ごみ堆肥化事業の外にな 東京での水質削 塵鶏隷

小学生を対象に環境学習の開催、ヤーコン普及活動 (ヤーコン茶、ヤーコン芋)など

の取り組み内容を、映像を交えながら2人から話がありまりL

地球温暖化が叫|れる中、これからも、環境問題解決と赫 旨松資源循環型社会

の実現を目指して、実践活動を行つてい<との決意は並反ならぬものです。今後のご

活躍を祈念いたします。



(率絵 )

総会|よ 江幡一自隔」支部長の開会の言葉の後、松本正宏支部長から3,0∞ 余名の

支部会員が各界で活躍していること、校反の情報交換を密にすること、大学の発展に

寄与することなどの挨拶がありました。

校反会と大学の来賓、顧問 (村上典男 CS57拓殖>外塚 潔 CX渇 造園)0水垣

一俊 ∈54工学)の 3県議)及び主催者紹蘇 校友会の横澤常任理事から125

周年募金目標達成に対する構 k今年から始まった箱根駅伝への道「Oneコイン募金」

協力のお願いなどを含めた校反会活動の近況報告があり、高橋教授からはH30の受

験者が過去最高の数だつたH29に比べて若干減つたが3万3千人と多かつたこと、

H29の就脳内定率は95%と堅調だつたこと、産学連携・地域連携が進んでいること、

主な行事と部活動の状況など、大学の近況等の報告を兼ねた挨拶がありました。

その後、松本支部長が議長となつて議事に入り、H29生醒義霊働甜馴尤臥 会計報

告について原采どおり承認されました。支部役員の改選では、松本正宏支部長が退任

噺 支部長に高野三郎副支部長 G43院イヒ学)がヽ江幡一郎 ∈41経済)・ 新堀正

親《M曖 経済)副支部長が退任して、新たに大和田幹夫 CS45経済)0藤咲修二《MЮ

経済)・ 狩野岳也 CS62獅Dの 3氏がt幡谷 誠 (3任ι酉藪∋ 監事に代わり鈴木

勝一 ∈45経済)幹事が選出されました。また、県議の 3氏に加えて松本正宏前支

部長、鈴木周也 ←6産食)の 2名が顧間に就任しました。その他として平成30年

度の支部活動の主な動きと今後の予定、当面の取り組みとして、①箱根駅伝への道

「Oneコイン募金」の方法t②校反会本部役員の選出等、③劣会活動への助成 (1万

円)等の説明があり、議事は原案の通り承認されました。新堀正睦副支音口長の閉会の



言葉で総会を終了しました。

(m

全員で 面酬覇歌税食 会場を移しての懇親会で|よ 開会の言葉を高野三郎新支部長、

乾杯を藤測順―氏 G38農学)が行い、その後新旧校反が和やかに懇談臥 相互の

親睦を深めることが出来ました。宴もたけなわになったころ、灰原 秀氏 (H27生

環工)ら 3人の音頭で学歌k青山ほとりを高らかに歌い、踊り大いに盛り上がりまし

た。

最後は、外ノ岡政典 CS52農学)副支部長の閉会宣言で、来年の水戸市会場での

再会を期して散会しました。

写真説明

写真 1:全員で記念撮影

2;講師の回 |に決妻

3;挨拶する松本支部長

4;校友会の近況報告をする横澤常任理事

5;大学の近況報告をする高橋教授

6:支諸蹄往会喘

7・ 809010011;懇 親会喘
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